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新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
０
７
５
回 

 
南
奥
駈
道
（
山
在
峠
～
玉
置
辻
）
の
巡
回
整
備 

 ◇
実
施
日
：
２
０
２
０
年
４
月
２
６
日 (

日)

晴 

 

◇
参
加
者
： 

【
逆
峰
班
】
沖
崎
吉
信
、
畑
林
清
子
、
大
江
加
予
子
、
山
川
治
雄
、
岩
本
信 

 
 
 
 
 

行 

【
順
峰
班
】
濱
野
兼
吉
、
中
前
偉
、
生
熊
千
万
子
、
高
階
美
根
子
、
志
岐
敬 

梶
野
照
雄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１
１
名 

【
逆
峰
班
】 

朝
、
本
宮
へ
の
集
合
が
早
か
っ
た
の
で
、
玉
置
辻
も
８
時
２
０
分
と
昨
年

よ
り
２
０
分
早
く
ス
タ
ー
ト
で
き
た
。 

 
 

 

林
道
か
ら
奥
駈
道
に
入
る 

 
 

１
０
分
程
で
倒
木
大 

 
 

 
 

森
山
に
到
着 

林
道
か
ら
奥
駈
道
に
入
り
１
０
分
位
で
杉
の
木
が
枝
を
広
げ
て
道
を
塞
い

で
い
る
。
直
径
は
１
０
㎝
位
、
山
川
さ
ん
が
手
早
く
処
理
し
て
前
へ
進
む
。

途
中
、
一
度
の
休
憩
の
み
で
１
０
時
丁
度
に
大
森
山
三
角
点
に
着
く
。
こ
こ

ま
で
昨
夕
の
深
酒
の
た
め
か
、
い
つ
も
に
増
し
て
し
ん
ど
く
、
苦
し
く
て
、

ヒ
ー
ヒ
ー
の
１
時
間
４
０
分
だ
っ
た
。
年
も
重
ね
て
い
る
の
で
、
山
行
前
日

の
深
酒
は
慎
ま
な
け
れ
ば
、
と
大
い
に
反
省
だ
。 

今
日
は
靡
看
板
を
背
負
っ
て
い
る
。
設
置
予
定
の
靡
は
、
４
番
吹
越
山
か

ら
４
０
番
釈
迦
ケ
岳
間
の
３
７
ヶ
所
で
、
今
日
背
負
っ
て
い
る
８
番
岸
の
宿

の
位
置
は
、
は
っ
き
り
し
た
記
憶
が
な
い
。
祠
も
石
碑
も
無
く
、
有
る
の
は

碑
伝
（
ヒ
デ
）
の
み
と
承
知
し
て
い
る
。
他
の
皆
に
も
十
分
注
意
し
て
歩
く

こ
と
を
お
願
い
し
た
。  

 
 

倒
木
切
除 

 
 

 
 
 

 

第
８
靡
岸
の
宿 

 
 
 
 

五
大
尊
岳
山
頂
に
到
着 

大
森
山
か
ら
の
下
山
路
に
設
置
し
て
い
た
ロ
ー
プ
は
、
植
平
修
氏
ら
金
峯

山
寺
の
方
々
で
、
新
し
い
ロ
ー
プ
に
取
り
換
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
ま
で
の

資
材
運
搬
、
設
置
・
取
替
は
大
変
な
作
業
で
あ
っ
た
と
思
い
、
有
難
く
使
用

さ
せ
て
頂
い
た
。 

急
坂
を
下
り
き
っ
て
ト
ラ
バ
ー
ス
道
に
な
る
が
、
岸
の
宿
が
見
当
た
ら
な

い
。
通
り
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
の
か
と
不
安
に
な
っ
て
き
た
矢
先
、
あ
っ
た
。

杉
の
木
に
多
数
の
碑
伝
が
打
た
れ
て
い
る
。
注
意
深
く
探
さ
な
い
と
、
す
ぐ

に
通
り
過
ぎ
て
し
ま
う
場
所
だ
。
見
つ
か
っ
て
ヤ
レ
ヤ
レ
だ
。 

杭
を
打
ち
込
む
た
め
の
石
を
探
し
に
前
方
へ
進
む
と
す
ぐ
に
切
畑
辻
に
出
た
。

３
０
ｍ
弱
の
近
さ
だ
。
山
川
、
岩
本
の
お
二
人
に
杭
打
ち
、
標
板
取
り
付
け

を
お
任
せ
し
て
作
業
終
了
。
今
日
の
目
的
の
一
つ
が
完
了
し
、
五
大
尊
岳
を

目
指
す
。
去
年
の
合
流
地
点
付
近
を
通
過
す
る
が
、
順
峰
班
の
姿
は
見
え
ず
、

し
ば
ら
く
進
む
と
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
音
が
聞
こ
え
て
き
た
。
五
大
尊
岳
山
頂

で
合
流
、
１
１
時
５
０
分
だ
。
こ
こ
ま
で
３
時
間
３
０
分
、
第
７
靡
五
大
尊
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岳
の
標
板
の
設
置
も
終
え
昼
食
。
両
班
と
も
倒
木
は
少
な
く
、
道
も
異
常
な

し
と
の
報
告
で
、
車
の
キ
ー
を
交
換
、
山
頂
に
４
０
分
滞
在
し
て
別
れ
た
。 

五
大
尊
岳
か
ら
の
下
り
が
急
な
こ
と
は
判
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
歩
を
進
め

る
と
、
年
の
せ
い
な
の
か
、
こ
ん
な
に
急
だ
っ
た
か
と
改
め
て
そ
の
厳
し
さ

を
実
感
、
来
年
は
、
順
・
逆
メ
ン
バ
ー
の
入
れ
替
え
が
原
則
だ
。
来
年
は
こ

れ
を
登
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。 

 
 

 

五
大
尊
岳
を
出
発 

 
 

 
 

 

大
黒
天
神
岳 

 
 
 

 
 

山
在
峠
に
着
く 

１
時
４
５
分
、
金
剛
多
和
に
着
く
。
五
大
尊
岳
山
頂
か
ら
１
時
間
１
０
分
で

到
着
し
た
。
６
～
７
分
休
憩
し
て
大
黒
天
神
岳
へ
、
２
０
分
少
々
の
登
り
が
、

今
日
一
番
堪
え
た
。
１
０
～
１
５
ｍ
ほ
ど
登
っ
て
一
服
、
ま
た
１
５
ｍ
進
ん

で
一
服
。
こ
れ
を
１
０
回
位
繰
り
返
し
３
０
分
近
く
を
要
し
て
や
っ
と
山
頂

に
着
い
た
。
こ
ん
な
こ
と
は
今
ま
で
に
無
か
っ
た
が
、
こ
こ
ま
で
来
た
ら
後

は
登
り
な
し
だ
。
３
時
１
５
分
、
山
在
峠
に
到
着
し
た
。 

ヤ
レ
ヤ
レ
、
皆
さ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

（
記
；
沖
崎 

写
真
；
岩
本) 

 

行
動
タ
イ
ム 

 

玉
置
辻08

：20

→09

：50

大
森
山
→11

：05

岸
の
宿
→11

：50

五
大
尊
岳

12

：30

→13

：45

金
剛
多
和
→14

：20

大
黒
天
神
岳
→15

：15

山
在
峠 

 

 

【
順
峰
班
】 

本
宮
の
古
道
セ
ン
タ
ー
に
集
合
し
、
沖
﨑
代
表
よ
り
本
日
の
行
動
指
示
を

受
け
、
私
た
ち
順
峰
班
は
山
在
峠
に
向
け
、
梶
野
さ
ん
の
車
に
４
名
山
川
さ

ん
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
中
前
さ
ん
が
運
転
し
私
が
助
手
席
に
乗
っ
て
出
発
。
先

導
す
る
梶
野
車
行
は
三
里
橋
を
渡
っ
て
山
在
峠
へ
。
途
中
山
在
峠
へ
の
進
入

路
を
間
違
え
少
し
時
間
が
か
か
る
。
こ
の
道
路
は
狭
い
上
に
葛
籠
折
れ
の
急

な
登
り
坂
だ
が
、
梶
野
・
中
前
さ
ん
の
ハ
ン
ド
ル
捌
き
は
確
か
で
、
颯
爽
と

山
在
峠
に
到
着
。 

 
 

 

山
在
峠
で
出
発
準
備 

 
 
 

金
剛
多
和
の
水
場 

 
 

 
 

 

順
峰
班
参
加
者 

私
は
五
大
尊
岳
の
靡
標
板
を
中
前
さ
ん
は
標
識
の
支
柱
を
背
負
っ
て
出
発
。

今
日
は
大
森
山
ま
で
標
高
差
約
７
０
０
㍍
。
道
中
危
険
な
場
所
は
な
い
が
、

わ
れ
わ
れ
順
峰
班
に
は
登
り
が
続
く
厳
し
い
行
程
で
あ
る
。
金
剛
多
和
ま
で

は
登
り
も
緩
や
か
で
、
最
高
峰
大
黒
天
神
岳
（
５
７
３
．
９
㍍
）
ま
で
道
を

塞
ぐ
倒
木
も
な
く
順
調
に
進
み
、
金
剛
多
和
手
前
か
ら
左
折
し
て
水
場
の
確

認
に
く
だ
る
。
梶
野
さ
ん
に
よ
れ
ば
こ
の
水
場
は
水
が
四
方
か
ら
流
れ
込
ん

で
、
少
々
の
日
照
り
が
続
い
て
も
枯
れ
る
こ
と
は
な
い
と
の
こ
と
。
水
場
か

ら
戻
り
少
し
下
る
と
第
六
靡
「
金
剛
多
和
」
で
あ
る
。 
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金
剛
多
和
は
「
第
六
番
目
の
靡
」
六
道
の
辻
と
も
呼
ば
れ
、
仏
教
の
教
え

で
は
、
亡
く
な
っ
た
人
び
と
が
送
ら
れ
る
冥
界
へ
の
入
口
で
、
生
前
の
行
い

に
よ
っ
て
地
獄
、
餓
鬼
、
畜
生
、
修
羅
、
人
間
、
天
に
別
け
送
ら
れ
る
ら
し

い
。
こ
こ
に
安
置
さ
れ
て
い
る
「
役
行
者
」
は
、
に
こ
や
か
に
微
笑
ん
で
い

て
、
優
し
く
人
を
包
み
込
ん
で
く
れ
る
非
常
に
豊
か
な
姿
で
あ
る
。
少
し
長

め
の
休
憩
を
し
て
五
大
尊
岳
に
向
け
出
発
。 

 
 

 

倒
木
処
理 

 
 

 
 
 

 

五
大
尊
岳
山
頂 

 
 
 
 

支
柱
を
打
ち
込
む 

倒
木
が
数
本
あ
り
梶
野
さ
ん
が
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
処
理
。
４
本
目
の
時
に

切
断
し
た
木
が
梶
野
さ
ん
の
頭
に
当
た
り
、
少
し
傷
つ
い
た
模
様
で
あ
る
が

本
人
は
大
丈
夫
と
い
っ
て
い
る
。
い
つ
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
装
着
し
て
い
る

が
、
今
日
は
暑
い
の
で
車
に
残
し
て
き
た
そ
う
だ
。 

五
大
尊
岳
へ
の
最
後
の
登
り
で
左
側
の
岩
場
に
ア
ケ
ボ
ノ
ツ
ツ
ジ
の
花
が

咲
い
て
い
る
、
と
中
前
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
る
。
新
緑
の
黄
緑
の
葉
が
き
れ

い
で
、
木
漏
れ
日
の
中
を
順
調
に
五
大
尊
岳
（
８
２
５
㍍
）
山
頂
に
到
着
。

玉
置
辻
か
ら
の
逆
峯
班
と
合
流
し
、
私
た
ち
は
持
参
し
た
「
第
７
靡
五
大
尊
」

の
標
識
を
立
て
る
。
岩
ば
か
り
の
山
頂
で
支
柱
を
立
て
る
の
に
心
配
す
る
が
、

中
前
さ
ん
が
打
ち
込
め
る
場
所
を
探
し
出
し
、
倒
木
の
枝
を
切
っ
て
ハ
ン
マ

ー
代
わ
り
に
し
て
、
支
柱
を
叩
き
う
ま
く
お
さ
ま
る
。 

 
 

 

標
板
の
取
り
付
け 

 
 

 
 

大
森
山
へ
の
登
り 

 
 

 
 

大
森
山
に
到
着 

五
大
尊
岳
山
頂
に
は
「
奧
駆
葉
衣
会
」
が
「
不
動
明
王
の
像
」
を
安
置
し
、

１
９
７
５
（
昭
和
５
０
）
年
の
当
山
派
開
眼
供
養
の
紫
橙
大
護
摩
が
執
行
さ

れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
２
０
０
５
（
平
成
１
７
）
年
に
台
座
だ

け
を
残
し
て
消
え
去
り
、
現
在
の
不
動
明
王
は
そ
の
後
新
た
に
設
置
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。 

作
業
が
一
段
落
し
昼
食
。
今
日
は
「
カ
フ
ェ
・
コ
ジ
マ
」
は
休
み
だ
が
、

生
熊
さ
ん
が
コ
ー
ヒ
ー
を
振
る
舞
い
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
お
菓
子
の
差
し
入

れ
で
寛
ぐ
。 

車
の
鍵
を
交
換
し
、
私
た
ち
も
い
よ
い
よ
今
日
一
番
の
難
所
大
森
山
を
目

指
し
て
出
発
。
五
大
尊
岳
か
ら
切
畑
辻
ま
で
は
い
っ
た
ん
下
る
。
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
の
群
落
が
あ
る
が
今
年
は
花
の
裏
年
の
よ
う
で
、
殆
ど
咲
い
て
い
な
い
。 

い
よ
い
よ
本
格
的
な
登
り
。
逆
峰
班
が
立
て
た
ば
か
り
の
「
第
八
番
靡
岸

の
宿
」
を
過
ぎ
て
急
峻
な
尾
根
道
の
直
登
で
あ
る
。
新
し
く
ロ
ー
プ
が
張
ら

れ
安
全
に
上
り
下
り
が
で
き
る
よ
う
に
対
策
を
講
じ
て
い
る
が
、
ロ
ー
プ
の

な
い
と
こ
ろ
は
近
く
の
木
に
掴
ま
り
な
が
ら
登
る
。
喘
ぎ
な
が
ら
も
な
ん
と

か
二
等
三
角
点
大
水
ノ
森
（
１
０
４
５
．
３
㍍
）
に
到
着
。
こ
こ
か
ら
な
だ

ら
か
な
登
り
こ
こ
を
登
り
き
れ
ば
大
森
山
（
１
０
７
８
㍍
）
本
日
の
最
高
峰
。 
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大
森
山
を
過
ぎ
て
右
手
に
大
崩
壊
の
場
所
が
あ
り
、
そ
の
下
に
は
篠
尾
の

集
落
が
見
渡
せ
る
。
少
し
下
る
と
大
平
多
山
へ
の
分
岐
。
こ
こ
を
過
ぎ
バ
イ

ケ
イ
ソ
ウ
の
新
芽
が
ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ
と
若
葉
や
顔
を
差
し
て
い
る
の
で
、
中

前
さ
ん
に
よ
る
と
、
和
歌
山
県
で
は
絶
滅
危
惧
種
の
稀
少
植
物
と
の
こ
と
。 

 
 

 

最
後
の
倒
木
処
理 

 
 

 
 

 

玉
置
辻
に
到
着 
 
 

 
 

 
本
宮
で
解
散 

最
後
に
直
径
３
０
㎝
ほ
ど
の
檜
の
倒
木
が
あ
り
、
梶
野
さ
ん
は
１
５
分
か

か
る
と
い
う
が
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
多
い
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
が
る
と
、

彼
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
腕
前
を
拝
見
す
る
。
な
か
な
か
見
事
な
捌
き
で
あ
る
。 

生
熊
千
満
子
さ
ん
は
タ
フ
で
足
取
り
も
軽
く
ス
イ
ス
イ
と
歩
を
進
め
て
い

く
。
流
石
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
畑
仕
事
で
鍛
え
た
足
腰
は
伊
達
じ
ゃ
な
い
と

感
心
す
る
。 

玉
置
辻
に
は
１
６
時
過
ぎ
に
到
着
。
厳
し
い
登
り
の
連
続
で
体
力
の
要
す

る
踏
査
で
あ
っ
た
が
、
新
緑
と
モ
チ
ツ
ツ
ジ
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
ミ
ツ
バ
ツ
ツ

ジ
、
ア
ケ
ボ
ノ
ツ
ツ
ジ
等
こ
の
時
期
な
ら
で
は
の
花
々
を
愛
で
る
こ
と
が
で

き
た
。
年
齢
的
に
は
き
つ
か
っ
た
が
、
ま
だ
こ
の
位
な
ら
時
間
を
掛
け
れ
ば

歩
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
自
信
に
つ
な
が
っ
た
踏
査
で
あ
っ
た
。 

最
後
に
今
回
３
人
の
ト
レ
ラ
ン
の
若
者
に
出
会
っ
た
。
速
さ
を
競
う
こ
と

も
素
晴
ら
し
い
が
、
若
い
と
き
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
、
歳
を
と
っ
て
も
で

き
る
こ
と
、
経
験
を
ふ
ま
え
山
を
楽
し
む
と
は
何
か
、
と
改
め
て
帰
っ
て
か

ら
考
え
て
み
た
。
慌
て
ず
焦
ら
ず
安
全
に
も
山
登
り
の
一
つ
で
あ
る
。 

（
記
；
濱
野 

写
真
；
梶
野
、
志
岐) 

 

行
動
タ
イ
ム 

 

山
在
峠08

：00

→09

：10

大
黒
天
神
岳
→09

：35

金
剛
多
和09

：5
0

→1
1

：

45

五
大
尊
岳12

：30

→14

：50

大
森
山
→16

：05

玉
置
辻 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


